
交流・対流
都市

●便利な生活
●刺激やスピード感
　ある環境
●都市文化

農村
●美しい自然、
　おいしいお水
●スローで
　落ち着いた環境
●伝統文化

ファーマーズマーケット、
農業・自然体験、
Uターン・Iターン、
二地域居住

大規模ショッピングセンター、
レジャー施設、文化施設、
高校・大学・大学院への通学、
通勤、高度な医療サービス
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栃木県益子町山本・大郷戸

「住んで良かった」「来て良かった」と
思える地域づくりのため、ワークショッ
プや会議を重ね、景勝地の整備、
交流拠点施設の整備、散策ルート
づくり、ホームページによる情報発信
等に取組んでいます。郷に住んでい
る私たちも現代に生きる人間です。
豊かな自然のなかで生きていますが、
いつのまにか流され現代のなかに生
きているのが実際です。反省もたくさ
んあります。そこでこのホームページ
をご覧のみなさんや来訪してくださる
みなさんと、そして地域のみんなで、
ふれあいながら生きる力や喜びを一
緒になって育てていこうと思います。

山本・大郷戸ふれ
あいの郷づくり

山本・大郷
戸ふれあい
の郷ホーム
ページ

　自然あふれる田舎で、田植えを体

験したり、とれたての野菜で作った美

味しい料理を楽しんだり、ときには

何もせずのんびり過ごしてみたり…

今、そんな休日を過ごす人が増えて

きています。

　田舎に住む人が買い物やコンサー

ト、展覧会を楽しむために、また大学

教育や高度な医療を受けるために都

市にやってくるように、都市にはない

豊かな自然や人と人とのふれあい、

ゆったりとした時間を楽しむために都

市に住む人が田舎へ行く。ヨーロッ

パで始まったこんな休暇の過ごし方

は、グリーン・ツーリズムと呼ばれ、

10年ほど前から日本でも広がってい

ます。その内容も手軽に楽しめる一

日農業体験から退職後の農村への

移住までさまざまです。

　日本の恵まれた自然環境と四季の

変化がはぐくんだ農村には、都会で

生活する人にとっては日ごろふれる

ことができない魅力でいっぱい。あ

なたももう一つの日本、田舎を楽し

んでみてはいかがですか?

　岩手県岩泉町の農業三上亜希子
さんのブログ「農家の嫁の事件簿」が
検索サイトの2005年ベストブログ
ランキングで一位に輝きました。「農

家の嫁の事件簿」は、農村で暮らす
日々を日記風に紹介するサイトで、
都会から移住した三上さんの農家や
農作業に奮闘する様子が人気を呼ん
でいます。また、ブログ中、挿絵とし
て掲載されているイラストも魅力の
一つとなっています。

広田茂十郎さん
山本・大郷戸ふれあいの郷づくり推進委員会代表

田舎を遊ぶ・学ぶ・暮らす
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■出生県へのUターン率の動向（平成8年度、平成13年度）
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男女、40代以上で
のUターン率が増加

田舎暮しの楽しさを
発信するブログ
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34.2％

■小・中学校における
　農業体験学習の実施状況

小学校の7割以上、
中学校の3割以上が
農村体験学習を実施！

http://www.fureainosato.com/
contents.html

資料：国立社会保障・人口問題研究所「人口移動調査」
注： Uターン率は、出生県から転出した経験のある人のうち、調査時点で
出生県に戻っている人の割合。

農家の嫁事件簿
http://kamatsuta.
way-nifty.com/blog/

三上亜希子さん

都市と農村を行き交う新たなライフスタイル

資料：（社）全国農村青少年教育振興会
　　「小・中学校における農業体験学習の取組に関するアンケート調査」


